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｢浮
か
ぶ
研
究
室
｣

最
新
鋭
試
験
調
査
船
｢北
辰
丸
｣
の
紹
介

漁

業

資

源

部

は
じ
め
に

旧
北
辰
丸
は
昭
和
四
十
三
年
に
開
道
百
年
の
期
待

を
担

っ
て
竣
工
L
t
釧
路
水
試
に
配
属
さ
れ
て
か
ら

船
齢
二
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
｡
そ
の
間
'
北
海
道
周

辺
海
域
の
中
で
も
襟
裳
岬
以
西
～
道
東
太
平
洋
､
北

西
太
平
洋
海
域
に
お
い
て
'
北

洋
サ
ケ

･
マ
ス
漁
場

調
査
を
始
め
'
サ
ン
マ
漁
場
調
査
､
底
魚
類
の
未
利

用
漁
場
開
発
調
査
､
海
洋
調
査
に
従
事
L
t
道
東
水

産
業
の
生
産
現
場
に
還
元
す
べ
き
成
果
を
得
て
き
ま

し
た
｡
し
か
し
'
近
年
で
は
老
朽
化
が
進
み
各
種
調

査
機
器

･
装
備
は
時
代
遅
れ
と
な
り
'
調
査
船
と
し

て
の
機
能
が
低
下
し
た
こ
と
と
'
調
査
研
究
設
備
や

居
住
環
境
も
現
在
の
水
準

で
は
陳
腐
化
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
'
長
期
航
海
に
耐
え
る
に
は
不
安
が
あ
り
､

早
期
に
代
船
建
造
す
る
こ
と
が
念
願
で
あ
-
ま
し
た
｡

昭
和
六
十
三
年
の
第

一
回
定
例
道
議
会
に
お
い
て

建
造
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
｡
そ
の
後
'
釧
路
水
試
内

で
の
代
船
建
造
委
員
会
'
道
水
産
部
の
試
験
調
査
船

建
造
委
員
会
に
お
い
て
基
本
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
｡

本
船
の
基
本
設
計
は
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
､
社
団

法
人

｢
漁
船
協
会
｣
に
委
託
し
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
｡
こ
の
設
計
に
基
づ
き
､
昭
和
六
十
三
年
五
月
十

二
日
'
道
内
造
船
業
者
の
指
名
競
争
入
札
で
'
楢
崎

造
船
肌

(室
蘭
市
)
が
総
工
費
八
億
九
､
八

〇
〇
円

で
落
札
し
ま
し
た
｡
建
造
工
事
は
楢
崎
造
船

比
に
て

関
係
者
の
努
力
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
'
昭
和
六
十
三

年
八
月
三
十

一
日
に
起
工
式
､
十
月
三
十

一
日
に
進

水
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡

そ
の
後
も
同
造
船
所
に
お
い
て
臓
装
工
事
が
順
調

に
進
行
L
t
平
成
元
年

1
月
三
十

1
日
に
完
成
し
'

引
き
渡
し
を
受
け
て
'
待
望
の
最
新
鋭
試
験
調
査
船

｢北
辰
丸
｣
が
竣
工
し
た
次
第
で
す
｡

現
荏
'
釧
路
水
試
に
北
辰
丸
が
配
属
さ
れ
て
か
ら

早
や
二
カ
月
に
な
-
ま
す
が
'
期
待
ど
お
-
の
性
能

を
発
揮
し
て
'
四
月
中
～
下
旬
は
サ
ケ

･
マ
ス
調
査

に
活
躍
中
で
す
が
'
機
会
を
求
め
て
各
地
に
寄
港
L
t

な
る
べ
-
多
-
の
方
々
に
直
接
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
'
こ
こ
で
は
本
船
の
規
模
'

性
能
'
調
査
機
器
類
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
｡

1
.

建
造
の
基
本
方
針
と
船
体
構
造

試
験
調
査
船
は
変
化
の
激
し
い
海
洋
構
造
や
水
産

資
源
を
対
象
と
す
る
海
上
調
査
を
行
い
'
精
度
の
高

い
資
料
の
収
集
'
継
続
性
'
均

一
性
'
機
動
性
な
ど

の
機
能
が
要
求
さ
れ
ま
す
｡
さ
ら
に
は
'
近
代
調
査

機
器
類
の
開
発
等
に
よ

っ
て
､
特
殊
な
装
備
と
そ
れ

を
操
作
す
る
乗
組
員
の
熟
練
し
た
技
術
'
乗
組
員
と

研
究
員
の
密
接
な
連
係
も
試
験
調
査
を
効
率
的
に
推

進
す
る
上
で
不
可
欠
で
す
｡

釧
路
水
試
漁
業
資
源
部
門
は
漁
業
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
試
験
研
究
体
制
の
整
備
構
想

(
六
十

1
年

十

一
月
)
の
中
で
'
調
査
研
究
課
題
と
漁
業
形
態
の

特
徴
な
ど
か
ら
広
域
性
浮
魚
資
源
の
拠
点
と
な

っ
て

い
ま
す
｡
北
辰
丸
は
多
様
化
す
る
調
査
に
対
処
す
る

た
め
海
洋
調
査
機
能
を
備
え
た
浮
魚

･
底
魚
資
源
調

査
船
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
'
そ
れ
ら
に
対
応
し
た

各
種
の
設
備
が
必
要
で
す
｡

そ
こ
で
'
船
体
'
機
関
'
駆
動
装
置
'
推
進
器
'

漁
扮
装
置
'
調
査
機
器
類
な
ど
の
船
の
土
台
と
い
う

部
分
と
調
査
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
予
算
を
か

け
'
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
を
満
た
し
て
い
-
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
ま
し
た
｡

そ
の
結
果
'
本
船
の
船
型
は
船
首
楼
及
び
船
橋
楼

を
有
す
る

一
層
甲
板
船
で
'
船
首
は
傾
斜
形
と
L
t

水
面
下
は
パ
ル
バ
ス
バ
ウ
付

(球
状
船
首
)
'
船
尾

は
ト
ラ
ン
サ
ム
型
で
水
面
下
は
ス
タ
ン
バ
ル
ブ
形
状

で
す
｡
ま
た
'
船
首
前
方
部
に
は
バ
ウ
ス
ラ
ス
タ
ー

で
の
船
首
保
持
'
更
に
低
回
転
大
直
径
の
ス
キ

ュ
I



ビ
プ

ロ
ペ
ラ
を
採
用
し
'
船
尾
振
動
の
低
減
を
図

っ

て
い
ま
す
｡
船
の
材
質
は
大
部
分
が
鋼
鉄
で
す
が
'

調
査
海
域
が
北
西
太
平
洋
ま
で
広
範
囲
に
及
び
厳
し

い
海
象
'
気
象
条
件
に
耐
え
う
る
耐
波
性
'
復
原
性
'

安
全
性
を
考
慮
し
て
'
船
橋
楼
甲
板
部
分

(船
橋
楼

甲
板
室
'

マ
ス
ト
'
煙
突
)
は
軽
合
金

(耐
食
ア
ル

･三

一
ユ
ー
ム
合
金
材
)
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡

2
.

一
般
配
置
図

(
別
図
参
照

)

本
船
は
サ
ケ

･
マ
ス
流
し
網
'
サ
ン
マ
棒
受
網
'

イ
カ
釣
'
底
刺
し
網
'
ト
ロ
ー
ル
網
の
漁
扮
装
備
を

そ
れ
ぞ
れ
の
高
度
な
性
能
が
要
求
さ
れ
る
ほ
か
､
海

洋
調
査
な
ど
の
特
殊
な
任
務
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら
'

こ
れ
ら
の
諸
設
備
を
限
ら
れ
た
船
型
の
中
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
効
率
的
な
作
業
を
考
え
て
収
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
｡

特
に
'
前
部
甲
板
部
に

1
定
の
面
積
を
必
要
と
す

る
サ
ケ

･
マ
ス
流
し
網
'
サ
ン
マ
棒
受
網
'
底
刺
し

網
と
'
反
対
に
後
部
甲
板
部
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
必

要
と
す
る
ト
ロ
ー
ル
網
装
置
を
調
和
さ
せ
て
'
デ

ッ

キ

ハ
ウ
ス
を
極
力
簡
素
化
し
て
甲
板
作
業
面
積
の
確

保
に
つ
と
め
た
結
果
'
対
立
す
る
両
者
の
要
求
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
な
お
'
イ
カ
釣
は

船
橋
楼
の
右
舷
後
方
部
'
海
洋
観
測
舷
は
左
舷
と
し

作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
｡

一
般
配
置
図
に
は
各
種
の
諸
設
備
を
図
示
し
て
い

ま
す
が
'
調
査
研
究
設
備
に
つ
い
て
は
船
上
で
の
デ

ー
タ
処
理
が
高
ま

っ
て
き
て
お
-
'
そ
れ
に
対
応
で

き
る
充
分
な
設
備
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
ま
し
た
｡
具
体

的
に
は
上
甲
板
左
舷
前
方
に
生
物
調
査
室
'
後
方
に

は
海
洋
調
査
室

(海
洋
観
測
機
器
類
'
海
水
処
理
な

ど
)
'
船
橋
楼
海
図
室
の
左
舷
に
'各
種
調
査
機
器

(c
T
D
測
定
装
置
'
潮
流
観
測
装
置
=

ド

ッ
プ
ラ

ー
式
流
向
流
速
計
-
'
計
量
魚
群
探
知
機

)
を
配
置

す
べ
き
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
､
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に

応
じ
た
効
率
的
な
対
応
が
可
能
と
な
-
'

｢
浮
か
ぶ

研
究
室
｣
の
実
現
を
図
り
ま
し
た
｡

3
.
船
体
の
主
要
目
及
び
装
備

主
要
目
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
'
船
体

の
船
長

(登
録
)
三
七

･
三

m
'
幅
七

･
八

m
'
深

さ
三

･
四

m
'
総
ト
ン
数
二

1
四
ト
ン
､
最
大
搭
載

人
員
二
十
六
名

(士
官
十
名
'
部
員
十
二
名
'
調
査

員
四
名
)
'
燃
料
タ
ン
ク

二
二
七

･
四
七

'
清
水

タ
ン
ク

一
四

･
八
六

㌦
'
速
力
は
航
海
速
力
十

一
ノ

ッ
ト

(最
大
速
力

1
四
･
〇
五
ノ
ッ
ト
)
で
あ
-
ま

す
｡次

に
機
関
部
は
'
主
機
関
が
低
速
デ
ー
ゼ
ル
機
関

二

三
〇
〇
馬
力
が

1
台
'
発
電
機
閲
は
二
五
〇
馬

力
'
発
電
機
は
二
〇
〇
.K
V
A
が
二
台
'
推
進
器
は
可

変
ピ

ッ
チ
プ

ロ
ペ
ラ
を
採
用
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
'

機
関
室
円
は
防
音
区
画
の
制
御
室
を
設
け
'
自
動
遠

隔
操
縦
に
よ
る
省
力
化
と
健
康
管
理
の
た
め
の
騒
音

防
止
対
策
を
図
-
ま
し
た
｡

航
海
計
器
'
漁
携
関
係
観
測
計
器
群
に
対
し
て
は

｢航
海
漁
扮
計
器
シ
ス
テ
ム
構
成
図

(参
照
)
に
表

示
さ
れ
て
い
る
様
に
'
メ
イ
ン
と
な
る
ハ
イ
プ
-

ッ

ト
航
法
装
置

(
N
N
s
s

t
G
P
S
t
ロ
ラ
ン
C
な
ど
)

と
潮
流
観
測
装
置

(
ド

ッ
プ
ラ
ー
式
流
向
流
速
計
)

を
中
心
と
L
t
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る
精
度
の
高

い
情
報
を
お
互
い
に
授
受
し
総
合
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
'

調
査
機
能
の
高
度
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
'

多
機
能
の
海
上
衝
突
予
防
装
置
付
レ
ー
ダ
I
を
二
台

導
入
し
ま
し
た
｡
無
線
装
置
は
最
新
型
の
主
送
受
信

機
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
格
納
さ
れ
'
船
内
指
令
装
置
､

船
舶
電
話
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
｡

甲
板
機
器
鞍
は
漁
携
装
備
に
関
連
し
た
ウ
ィ
ン
ド

ラ
ス
'
キ

ャ
プ
ス
タ
ン
､
ホ
イ
ス
ト
な
ど
は
す
べ
て

油
圧
駆
動
化
さ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
の
他
に
観
測
機
械

と
し
て
c
T
D
用
ウ
イ
ン
チ
'
観

測
ウ
イ
ン
チ
'
漁

扮
機
器

の
付
属
品
な
ど
で
す
.

漁
携
装
置
は
油
圧
駆
動
方
式
を
採
用
し
て
性
能
の

向
上
を
図
り
'
作
業
の
能
率
化
'
省
力
化
を
図
り
ま

し
た
｡
主
た
る
装
備
と
し
て
は
'
サ
ン
マ
棒
受
網
'

イ
カ
釣
'
流
し
網
'
底
刺
し
網
'
小
型
ト
ロ
ー
ル
網

で
す
｡
こ
れ
ら
は
調
査
対
象
種
の
サ
ン
マ
､

マ
サ
バ
'

マ
イ
ワ
シ
'
イ
カ
類

(
ス
ル
メ
イ
カ
'
ア
カ
イ
カ
)

サ
ケ

･
マ
ス
類
'
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
'
シ
シ
ャ
モ
､
ケ

ガ

ニ
'
コ
マ
イ
な
ど
の
魚
群
分
布
調
査
に
お
い
て
漁

獲
試
験
調
査
を
実
施
し
'
前
述
し
た
調
査
対
象
種
の

生
物
標
本
を
採
集
す
る
と
と
も
に
魚
群
分
布
密
度
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
装
備
で
す
｡



主 要 目

全長 43.81)m

長 さ (登録) 37.3011↑

帽 7.ロom

探 さ 3.LtOm

吃水 3.00m

捻 トン数 2 14.00 トン

主機関 1,300 馬力

最大速力 14.05ノッ ト

航拍速力 1I.00ノッ ト

燃料 タンク 137,47m3

清水タンク 14.86m3

魚倉容椛

凍結室

弊偏重

ir'l消･;lLr缶

定員

9. 14m3

5.98m3

7.99m3

5.87m3

26 名

内訳 士官 10 名

部員 12 名

調査員 4 名
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4
.
調
査
研
究
課
藷
に
対
応
し
た
装
備

海
洋

･
資
源
研
究

(浮
魚
'
底
魚
)
の
具
体
的
な

展
望
と
し
て
は
'
海
況
の
予
測
､
来
遊
資
源
量
の
予

測
'
漁
場
形
成
機
構
の
解
明
に
よ

っ
て
'
資
源
の
中

～
長
期
変
動
の
予
測
'
海
況
の
短

～
中
期
変
動
予
測

技
術
の
確
立
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
｡

海
洋
調
査
と
資
源
調
査
は
連
動
し
た
海
上
調
査
と

な
り
ま
す
｡
海
洋
調
査
で
は
c
T
D
t
M
-
s
T
D
t

潮
流
観
測
装
置

(
ド

ッ
プ
ラ
I
式
流
向
流
速
計
)
な

ど
の
新
し
い
機
器
の
導
入
に
よ
っ
て
'
迅
速
で
精
度

の
高
い
情
報
を
基
盤
と
し
た
海
況
予
測
の
精
度
向
上

や
漁
場
形
成
＼の
予
測
及
び
資
源
変
動
要
因
に
関
与
す

る
海
洋
環
境
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
｡

資
源
調
査
で
は
'
計
量
魚
群
探
知
機
'

ソ
ナ
ー

(
ス
キ

ャ
ニ
ン
グ
'
サ
イ
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
)
な
ど
に

よ
る
魚
群
量
の
直
接
的
な
推
定
'
漁
網
監
視
装
置
'

ネ

ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
各
種
調
査
機
器
類
の
導

入
に
よ

っ
て
､
魚
群
分
布
密
度
の
基
礎
資
料
が
得
ら

れ
'
資
源
動
向
の
的
確
な
把
握
が
可
能
と
な
り
ま
す
｡

主
な
調
査
機
器
の
機
能
は
次
の
通
り
で
す
c

M

海
洋
調
査
機
器

*
c
T
D
測
定
装
置

(電
気
伝
導
度
水
温
水
深
計
)

c
T
D
ウ
イ
ン
チ
の
ワ
イ
ヤ
I
先
端
部
に
セ
ン
サ

I
を
取
付
け
て
'
任
意
の
水
深
ま
で
降
下
さ
せ
鉛
直

的
に
連
続
す
る

1
m
ご
と
の
水
温
'
塩
分
'
水
深
を

同
時
に
観
測
す
る
シ
ス
テ
ム
で
'
船
上
で
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
の
モ
ニ
タ
-
ン
グ
'
ア
ナ
グ
ロ
デ
ー
タ
の

収
録
再
生
さ
ら
に
は
'
水
温
'
塩
分
の
鉛
直
プ
ロ
フ

北辰丸の乗組員

ァ
イ
ル
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
可
能
と
な
り
ま
す
｡
最
近

の
海
洋
調
査
で
は
標
準
的
な
機
器
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

*
潮
流
観
測
装
置

(
ド

ッ
プ
ラ
ー
式
流
向
流
速
計
)

航
走
し
な
が
ら
船
底
よ
り
超
音
波
を
傾
け
て
発
信

し
て
反
射
し
て
く
る
超
音
波
の
周
波
数
の
変
化

(
ド

ッ
プ
ラ
I
効
果
)
に
よ
-
'
船
上
で
任
意
の
各
層
別
､

流
向
'
流
速
を
三
十
二
層
計
測
す
る
た
め
の
機
器
で

あ
-
'
海
潮
流
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
ま
す
｡
漁
獲
試
験
調
査
時
に
も
漁
具
の
設
定
に
欠

か
せ
ぬ
デ
ー
タ
と
な
-
ま
す
｡

佃

資
源
調
査
機
器

*
計
量
魚
群
探
知
機

魚
群
の
定
量
化

(現
存
量
)
を
目
的
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
す
｡
航
走
中
に
船
の
鉛
直
下
に
超
音
波
を
発

信
し
'
魚
群
の
反
射
強
度
を
演
算
処
理
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
魚
群
量
計
算
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
｡
広
域

な
海
域
で
効
率
的
に
定
量
的
調
査
を
展
開
す
る
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
機
器
で
す
｡
こ
の
他
に
魚
確
効
果

調
査
や
海
水
の
散
乱
体
調
査
に
も
使
用
で
き
ま
す
｡

*
ス
キ

ャ
ニ
ン
グ
ソ
ナ
ー

航
走
方
向
前
方
に
超
音
波
を
発
信
し
'
遠
距
離
か

ら
の
魚
群
の
発
見
が
容
易
と
な
-
'
効
率
的
な
漁
獲

試
験
調
査
が
可
能
と
な
-
ま
す
｡
ま
た
､
魚
群
の
密

集
度
t
分
布
状
況
が
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
ま
す
｡

*
サ
イ
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
ソ
ナ
ー

超
音
波
を
船
の
側
方

(両
舷
)
に
発
信
し
'
魚
群

の
反
射
強
度
を
受
信
し
ま
す
｡
垂
直
的
な
魚
探
や
ソ

ナ
ー
に
比
べ
広
範
囲
を
高
分
解
能
で
魚
群
探
索
で
き



る
の
と
同
時
に
'
魚
群
の
形
状
把
握
に
勝
れ
て
い
る

点
に
特
徴
が
あ
-
ま
す
｡
ま
た
'
浅
海
部
で
は
海
底

地
形
調
査
に
も
使
用
で
き
ま
す
｡

前
述
し
た
三
機
種
は
と
も
に
音
響
学
的
資
源
量
推

定
の
た
め
に
用
い
る
機
器
で
あ
り
'
魚
群
量
の
相
対

値
,
絶
対
値
を
計
算
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
機

器
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
こ
の
三
機
種
の
違
い
は
超
音

波
を
船
底
の
垂
直
下
'
前
方
'
側
方
に
発
情
す
る
こ

と
で
あ
-
'
こ
れ
ら
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
広

範
囲
な
調
査
海
域
で
的
確
か
つ
効
率
的
な
魚
群
量
推

定
が
可
能
と
な
り
ま
す
｡
な
お
'
当
面
は
マ
イ
ワ
シ

資
源
調
査
で
の
成
果
が
期
待
で
き
ま
す
｡

*
漁
網
監
視
装
置

底
魚
資
源
調
査
の
時
こ
の
装
置
は
ト

ロ
ー
ル
網
の

袖
網
間
隔
及
び
網
高
さ
を
測
定
し
て
'
有

効
な
漁
獲

効
率
試
験
や
掃
海
面
積
を
計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
で
'

魚
群
量
の
密
集
度
な
ど
か
ら
精
度
の
高
い
資
源
評
価

の
基
礎
資
料
が
得
ら
れ
ま
す
｡

*
ネ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
I

こ
の
機
種
は
ー
ロ
ー
ル
綱
に
よ
る
漁
獲
調
査
時
に

船
底

及
び
曳
航

(超
音
波
発
信
)
よ
り
入
網
魚
群
の

記
録
'
漁
具
の
形
状
'
海
底
地
形
な
ど
が
映
像
で
表

示
さ
れ
'
効
率
的
な
漁
獲
調
査
が
可
能
で
す
｡

以
上
が
最
新
鋭
試
験
調
査
船

｢北
辰
丸
｣
の
概
要

と
調
査
研
究
設
備
と
調
査
機
器
類
で
す
｡

漁
業
環
境
の
厳
し
い
情
勢
の
中
で
'
釧
路
水
試
に

は
浮
魚

･
底
魚
の
来
遊
資
源
量
の
予
測
'
漁
海
況
予

報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
あ

り
'
こ
れ
に
対
す
る
試
験
調
査
船
の
果
す
役
割
は
極

め
て
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
｡

船
名

｢
北
辰
丸
｣
の
北
辰
は
北
極
星
を
意
味
し
､

北
方
に
お
け
る
指
標
で
あ
り
'
ま
た
北
海
道
旗
で
あ

る
七
光
星
を
連
想
L
t
希
望
に
輝
-
北
海
道
の
未
来

を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
北
辰
丸
を
継
承
す
る

こ

と
に
決
定
し
た
次
第
で
す
｡

釧
路
水
試
及
び
北
辰
丸
乗
組
員

一
同
は
最
新
鋭
試

験
調
査
船
の
性
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
'
船
名
に
は

じ
な
い
成
果
を
あ
げ
る
よ
う

一
層
の
努
力
を
い
た
し

ま
す
｡
今
後
と
も
皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
｡

(文
責

よ
-
た

た
か
し

漁
業
資
源
部
)

i

-､
仁

I
も



航海漁増計器システム構成図
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▲海図室 (ハイブリット航法糞置)

▲機 関 室

8



▲鞍測ウインチ ▲調査機器類

▲小型 トロールウインチ

-9



守
づ
ま
-

(脊
椎
骨
異
常
)

の
マ
グ
ラ
に
つ
い
て

吉

田

英

雄

一
九
八
八
年
九
月
二
九
日
'
小
型
底
曳
網
を
用
い

た
沿
岸
資
源
調
査
時
に

(釧
路
水
試
用
船
第
五
天
昭

九
十
二
ト
ン
使
用
)
'
尻
羽
岬
沖
八

マ
イ
ル
'
水
深

九
十

m

(底
水
温
十
℃
)
で
'
三
十

m
弱
の
珍
し
い

形
の

マ
ダ
ラ
が
採
集
さ
れ
ま
し
た

(
図
1
)
0

休
各
部
位
の
計
測
結
果
は
図
2
の
通
り
で
'
体
の

後
半
分
が

つ
ま

っ
た
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
し
た
｡

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
を
と

っ
た
所
'
前
か
ら
十

一
番
目

の
育
椎
骨
か
ら
三
十
七
番
目
ま
で
が
圧
し
っ
ぶ
さ
れ

た
よ
う
に
変
形
し
て
い
ま
し
た

(図
3
-
上
)
｡
正

常
な
ら
ば
図
3
-
下
く
ら
い
の
長
さ
で
あ
り
､
体
長

も
三
十
四

m
余
り
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
｡

タ
ラ
類
の
よ
う
に
育
椎
骨
数
の
多
い
魚
種
で
は
'

異
常
育
椎
骨
は
よ
-
見
ら
れ
る
現
象
で
す
｡
こ
の
マ

ダ
ラ
の
よ
う
に
'
半
分
も
異
常
な
個
休
で
は
遊
泳
力

も
劣
る
と
考
え
ら
れ
'
生
存
競
争
の
激
し
い
海
の
中

で
よ
く
生
き
残

っ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
｡

(
よ
し
だ
ひ
で
お

･
漁
業
資
源
部
)

図 1 寸づまり(背椎骨異常 )のマダラ

- lo t



全 長 332mm

図2 寸づまりのマダラの体各部位計測結果

･-▲ -

図3 上 :ソフテックス写真よりトレースした寸づまりのマダラの育椎骨

下 :正常なマダラの脊椎骨

(堀田 1961:日本産硬骨魚類の中軸骨髄の比較研究より)

-ll--
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一
九
八
八
年
に
道
東
太
平
洋
で

採
れ
た
め
ず
ら
し
い
魚

佐
々
木

潤

･
吉
田

英
雄

･
三
原

佐
野

満
広

･
今
井

義
弘

･
依
田

釧
路
水
試
で
は
'
毎
年
み
な
さ
ん
か
ら
め
ず
ら
し
い
魚
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
-
ま
す
が
'

一
九
八
八

年
も

1
九
八
二
年
t

T
九
八
五
年
と
同
様
'
三
陸
沖
合
を
北
上
す
る
暖
水
勢
力
が
強
か

っ
た
た
め
か
'
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
魚
の
中
に
こ
の
海
域
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
暖
海
性
の
魚
や
深
海
性
の
魚
が
多
数
あ
-
ま
し

た
｡
こ
れ
ら
の
魚
は
'
そ
の
年
の
海
況
を
知
る
上
で
の
い
わ
ゆ
る

｢
生
き
た
指
標
｣
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で

写
真
を
添
え
て
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

魚
た
ち
の
紹
介
を
始
め
る
に
あ
た
り
'
め
ず
ら
し
い
魚
の
発
見
と
標
本
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
各
位
に
対
し
厚
-
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
D

さ
て
'

1
九
八
八
年
五
月
か
ら
十

7
月
に
か
け
て
表

T
の
と
お
-
十
七
科
十
七
種
の
魚
類
が
採
集
さ
れ
て
い

ま
す
.
表

1
の
中
に
あ
る
魚
の
測
定
部
位
は
図

一
に
'
採
集
点
は
図
二
に
示
し
.L
Jあ
-
ま
す
｡

こ
の
う
ち
､
ア
カ
ク
ジ
ラ
ウ
オ
ダ

マ
シ
は
'
日
本
で
た
ぶ
ん
六
個
体
目
と
い
う
極
め
て
め
ず
ら
し
い
魚
で
す
6

ま

た
'
オ
オ
メ
マ
ト
ウ
ダ
イ
､
シ
ダ
ア
ン
コ
ウ
も
非
常
に
稀
に
し
か
と
れ
な
い
魚
で
す
｡

最
後
に
'
こ
れ
ま
で
当
海
域
で
と
れ
た
暖
海
性
と
深
海
性
の
魚
類
で
当
水
試
が
確
認
し
て
い
る
も
の
の
種
名

を
参
考
の
た
め
に

1
覧
表
に
し
て
表
二
に
示
し
て
お
き
ま
し
た
.

今
後
と
も
'
魚
や
海
に
関
す
る
め
ず
ら
し
い
も
の
'
め
ず
ら
し
い
こ

と
が
あ
-
ま
し
た
ら
'
お
手
数
で
も
当

水
試
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

行
雄

･
高

孝

･
小
林

昭
喬 宏

L<一 -一一一- .3

董卓 - 3 ----→

図 1 測 定 部 位

-12 -

*
写
真
解
説
の

(
暖
)
は
暖
海
性
'

(潔
)
は
深
海
性
魚
類
を
意
味
す
る
｡



表 1.1988年に道東太平洋で採集されためずらしい魚の一覧表 (●印はホルマリン標本 としたもの)

恥 笠 準 和 芸 科 名 警 告 採 集 位 置 霊冨伯 採 集 者 採集 方法 -体 長(-) 尾数

1.ウシエイ●

Daspぬ 桝〃由uhlraiMiyoshi
2.テングギンザメ●

-RinochimaerazwclSca(Mitsukuri)
3.シギウナギ●

Nem21ch碑叩SCOlobaceusRichardson
4.ソトオリイワシ

Neoscopelusnwcro吻idoLusJohnson
5.チョウテンアンコウ●

HimantobL･husgroenhndicusReinhardt
6.シダアコウ●

G如地cds2.mhoeHeniBrauer
7.ナカムラギンメ●

Diretmoidespm'm'Post.etQuero.

8.アカクジラウオダマシ●

劫rbouyisianLfuParr.

9.オオメマトウダイ●

AlbLyttuSVe7nCOSuS(Gilbert)
10.テンジタイサギ●

KhhDSuSCineyiuscens(Forsskal)
ll.バラムツ

RuveiiusPr7etiossCocco
12.ハナビラウオ

Etenespellw'dusLiitken
13.オオカミウオ

AW,功2'chasoyien血LbPallas

14.イレズミコンニャクアジ

IcosteusaenなmaticusLockington
15.タロカサゴ●

EciT14)osebasおimusGarman
16.ホシセミホウボウ

Daicocusかおneni(NystrOm)
17.ナメヨコスジカジカ

HemihQido血sjoydmiBean

アカエイ科 9.2.

テングギンザメ科 7.7.

シギウナギ科 7.15.

ソトオリイワシ科 10.21.

チョウチンアンコウ科 7.7.

シダアンコウ科 5.13.

ナカムラギンメ科 11.13.

知人沖3.02マイル
(水深 20m)

42938′N,144038′E
(水深 570m)

エビ桁55海区

(水深 400m)

42o37′N,144や43′E
(水深680m)

42038′N,144038′E
(水深570m)

33o44′N,171や20′E
(水深950-1,000m)

広尾沖132海区
(水深500-600m)

4200αN-42oO5′N
アカクジラウオダマシ科 5.27. 143045′E～143o50′E

(水深560m)

マトウダイ科 11.28.
釧路沖SS7ol7マイル

(水深 220m)

イスズミ科 9.5. 40oOVN,145400'E

タロタチカマス科

エボシダイ科 5.18. 40030′N,145-30'E

オオカミウオ科 10.26.

イレズミコンニャクアジ科 7.21.

7サカサゴ科 7.9.

セミホウボウ科 9,29.

カジカ科 9.22.

釧路沿岸
(西 港 沖)

307海区-47
4203yN,144o14′E

釧路沖SW23マイル
(水深 350m)

知人沖釧路8号定置

(水深約50m)

白糠ケガこ漁場15
(水深 54m)

17.8

天 昭 丸

第28昭 盛 丸

(池田兵-氏)

第28昭 盛 丸

(池田兵-氏)

第 51立 昇 丸

(伊 藤 漁 業)

第 28昭 盛 丸

(池田兵-氏)

第 12恵 久丸
(浜 屋水 産)

第65永 昌丸

(東 館 氏)

第 8観 音 丸
(阿部徳松氏)

底 曳 網 全 長 630 1

エビ桁網 全 長 876 1

エビ桁網 全 長 875 1

底 曳 網 標準体長 238 1

エビ桁網 全 長 264 1

底 刺 網 全 長 460 1

標準体長 315 1

エビ桁網 標準体長 313 1

- 第 16永領 丸 底 刺 網 標準体長 282 1

22.0 北 辰 丸 流 し 網 標準体長 176 1

- (阿 部漁 業) 標準体長1,370 1

13.8 若 竹 丸 サケ･マス流し網 標準体長 415 1

一 膳 讐 工センタ~〕シシャモ曳網 全長 約 200 1

9.4 第 38盛 幸 丸 イワシまき網 標準体長1,625 1

高 嶺 丸

(佐賀幸一氏)
エビ桁網 標準体長 212 1

定 置 網 標準体長 322 1

ケガニかご 標準体長 257 1

=図2を参照のこと



参
考
文
献

阿
部

晃
治

(
一
九
六
四
)

釧
路
沖
周
辺
に
出
現
し
た
暖
流
系
の
魚
に
つ
い
て
'

北
水
試
月
報
'
二

一
(六
)
'
十
六
-
二
四
｡

阿
部

宗
明

(
一
九
七
三
)

原
色
魚
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図2 1988年に道素太平洋で採れためずらしい魚の採集点
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表2.道東太平洋海域でこれまでに採集された唖海性 ･深海性魚類

目 科 種 名

ネズミザメ目 オナガザメ科
ネズミザメ科
シュモクザメ科

ツノザメ科
エイ目 トビエイ科

シビレエイ科
アカエイ科

ギンザメ目 ギンザメ科
テングギンザメ科

ニシン目 ニシン科
カタクチイワシ科
ムネユリ科

ウナギ目 アナゴ科
シギウナギ科

ハダカイワシ目 ハダカイワシ科

ハタ カエソ科
ミズ ウオ科
ミズ ウオダマシ科

ダツ目 ダツ 科

ヨウジウオ目 サギ フエ科

マオナガ(暖)
アオザメ(暖)
シロシュモクザメ(暖)
シュモクザメ(哩)
フジクジラ(潔)
トビェイ(暖)
ヤマトシビレエイ(畷)
ウシエイ(暖)
カラスエイ(暖)
ココノホシギンザメ(潔)
テングギンザメ(潔)
ヒラ(暖)
カタクチイワシ(暖)
ムネエリ(深)
マアナゴ(暖)
シギウナギ(潔)
ソトオリイワシ(潔)
ナガハダカ(潔)
オオクチイワシ(潔)
マメハタカ(栄)
コヒレハダカ(潔)
キタノハダカ(潔)
アオハダカ(栄)
クサビウロコエソ(栄)
ミズウオ(潔)
ミズウオダマシ(潔)
グッ(潔)
サギフエ(暖)

アンコウ目 ミッ クリエナガチョ ウチン ミックリエナガチョウチン
アン コ ウ科

ヒレナガチョウナン

アンコウ科
チョウチンアンコウ科
シダアンコウ科

キンメダイ目 ナカムラギンメ科
マツカサウオ科

クジラウオ目 アカクジラウオダマシ科
ソコギス日 ソコギス科

アンコウ(深)
ビワアンコウ(潔)
ヒレナガチョウテン

アンコウ(潔)
チョウチンアンコウ(潔)
シダアンコウ(深)
ナカムラギンメ(潔)
マツカサウオ(暖)
アカクジラウオダマシ(栄)
タロソコギス(深)
キツネソコギス(潔)

目 科 種 名

アカマンボウ目 フリソデウオ科 フリソデウオ(深)
アカマンボウ科 アカマンボウ(哩)

マトウダイ目 マトウダイ科
スズキ目 ボラ科

アジ科

イレズミコンニャクアジ科
シイラ科
スタレダイ科
メジナ科
フエフキダイ科
イシダイ科
カワビシャ科
マツダイ科
スズキ科
ムツ科
シマイサキ科
イスズミ科
タロタチカマス科
コバンザメ科

アシロ科
マカジキ科
メカジキ科
サバ科

タチウオ科
イボダイ科

エポシダイ科
カサゴ目 フサカサゴ科

ホウボウ科

ギンダラ科

セミホウボウ科
カレイ目 ウシノシタ科
フグ目 カワハギ科

ハコフグ科

マンボウ科
ハリセンボン科
フグ科

カガミダイ(暖)
ボラ(痩)
プリモドキ(媛)
イトヒキアジ(暖)
オアカムロ(咲)
プリモドキ傾)
ブリ(暖)
マアジ(倭)
イレズミコンニャクアジ(潔)
シイラ(暖)
ツバメウオ(堤)
メジナ(暖)
フエフキダイ種の1種(暖)
イシダイ(暖)
ツボダイ(暖)
マツダイ(暖)
スズキ(暖)
ムツ傾)
シマイサキ(暖)
テンジタイサギ(暖)
バラムツ(暖)
コバンザメ(億)

クロコバン(暖)
ナガコバン(暖)
アシロ科の1種(暖)
シロカジキ(暖)
メカジキ傭)
カツオ(暖)
ハガツオ(暖)
ゴマサバ(暖)
ビンナガ(倭)
メバチ(暖)
クロマグロ(暖)

マルソウダ(暖)
タチウオ(優)
メダイ(暖)
クロメダイ(磨)
ハナビラウオ(暖)
タロカサゴ(潔)
ホウボウ(暖)

:T㌦･∴ ~ 1

アブラボウズ(潔)
ホシセミホウボウ(硬)
タロウシノシタ(暖)
ウマヅラハギ(暖)
カワハギ(暖)
ハコフグ(暖)
ハマフグ(暖)
マンボウ(暖)
イシガキフグ(暖)
クマサカフグ(暖)
カラス(暖)

注)(暖):暖海性魚類
(潔):深海性魚類
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1.ウシエイ DsyahsELSh,eりordanetllubbs (哩)

北瀬逝耐部以輔の没(尭‖二分布する.胎′J三で公娼3TTlをこえる.侶 はむち状でその収元近 く

に大きなI-3針があ り.刺されると激1IV7')I.する.峻僻はIT】肝.Fi糾RnrJlには鵬41t払超が.局

部fHh'には低い晩超 があることがこの欄の柑轍.2≠共の胴体は雌 .衣付,ぬた_二｢物など

にするとiBnJ:-.

2.テングギンサメ JutL'10ChL11'ae'U♪qclj7ca(MltSukurl) (探)

JE:I序避釧W.以滴の太TFJ7Y:･からd!シナLl頼_二ュ-ジーラン ド,ペル ーの深海から知 られてい

る｡ トロールで脆椎され るがあまり多くないU卯!仁｡iHi21日近 くになる｡休のn.'J部が刺

状に樋脇 にながく突JLJ.するのが大きな特徴｡琴爪の胴体は雌｡討たでは雌賠 (は らぴれ)が

変Jfaして交接符 (いわゆるおちんちん) となる.これは軟･】■JL瓜灯-船にみ られ る｡紳 製 .VJ

のIlJt,料な どに仕えるかも知れない.

9/A

3.シギウナギ NelllLChlhvsscolo♪ace/LSRIChards(n (潔)

世界の温帯および熱帯I毎城の 300-2000rrtのrIT榊 に分JIfするが. ll本では仲f;空所か

し,外側に州がるのが杓徴｡休は多少色糸をもつ｡允べる人 はいない｡余BU='が_十勝沖

地謡伯の196的三5)日 1日に水深350mかJ･_1とれたことがあるけ

4.ソトオリイワシ Neosco/lehlsm/'cIVle♪tdnltLSJohnson (探)

.Ill..lJ､牧神-火シナ.,形.ハ ワイ誠.rl'.人オース トラリア酢､大 作沖の噸'海域に分和する.休

州の発光㍊=まほぼ排紙し.I,J枚 しない｡瓜後の仏仰J充光拭=まJJr.Ill)の LJ}'にある.隙棚任免

別で一課I'#臆曳網で しば しば漁推される｡不味い｡逆火での初紀軸は1970咋5月 3日｡~-ヽ



5.チョウテンアンコウの雌 Flu〃lmloloJ)JLL(3g710elllandlnLSRclnhilrdt (深)

太平汀と火付TY=に広 く分JFiするが, Fl木では北･.妊道.411佼漕および ド川越沖か ら知 られて

いる｡所の_L二竿は休良の約 1/2で､その先端は球Jr;でおよそ 10本の分催 した皮 fFr･をも

つ｡Jqでは体は球形 に近 く.小火緋に僻 をもった30-50個の侶貿版がある｡サッカー

ボ ール に似ていることか ら兵話方では フッ トボ ール ･フィッシュとい う｡雌は雌 に寄生 しな

い｡雌 は体が細良 く､休 止は4°rrLあま りにしかな らない｡また､雌 には曲がない.

非常に不先味な瓜で.これをみて食欲がわ く人 はまずいない｡

6.シダアンコウのJ# Cl'gantqc/iszJPnhoeHem'Brauer (蘇)

63oN～15oSのfuの 陛非の'l海域 に分布する. Fj本では.如北地方以I有の太平洋か ら

知 られている｡水深300-5300m付近 に生息 し.纏めて輔 に油紙 され る｡確は休演

35cmぐらいになる｡下顎には約34本の牙状歯がおよそ3列に並ぶ｡ilii(の上の竿は月

中で& く､その泣きは体並の的83%｡雌はまだ+知 られていない｡

7.ナカムラギンメ Dlre/moLdesPaymLPostetQuero (探)

性淋小の深削 二分1IIするが､ ｢｣本では如北 ･北･.妊道沖から知 られている｡体にAIlJ操 はない

曹鮒 と博盟の知粂 (きじJ:う) には北部でBlJJ方に突出す る1小村があ り.Jb娘 (きまく)

はA;部に1rJtlL1部をもつのが特凱 食用 になるかどうか不IJ)J.

8.アカクジラウオダマシ &/rbo〝Y7Sl'a nL/tzParr (深)

だ 袈 d4IIIJ.千S.ll.メキシコ津およびマダガスカル血近海か ら知 られている｡水深 120-

ユ400mの深l姓に生JiSl.し. トロール によって池推されることがある｡体滋的30c m .

体と各ガ は脱を除いて一･様 に,#招色で,比 遊 (え らぶた)の伽白日まIRJ袖色｡体と鮒 は小さ

い無数の小淵で従われ､ ビロー ド状. Uは著 しく大きく､ruiの後方まで名目する｡背部 と畔

.Qは体の後糾こItj.正する.細めて珍 しい輔軌で_今までLEi:非でも放伽体､ E]本か らは5個

体がJd軸 されているにすぎない (̀'}其のhBl体がたぷん 6個体 FLとなるで し.tう)｡



9.オオメマトウダイ AI/OcyLhLSUerr〟COSW (Gllbertl

北太平洋に分Jl=ノ､E7本ではiL!北沖および釧沌神から知 られているにす ぎない｡水潔

370-700mから トロ-ル によって極めて輔 に漁媒され る｡体はほ とんど菱形で.鵬

は著 しく大きく,脱部に甘収がaG.ぶ.背斜 としリ.Qの軟粂部の基底 に治ってい くぷん大 き

い蛸がある｡牡孔 (さいこう)と各軌 よ,'おい｡

10.テンジクイサギ KyJ･JluSuSC717eⅧ CenS(Forsskal) (哩)

柵模漕以Ib-の他､イン ド.酉太1rりYE域､如L也に分JI'-する｡全点50cln.背類のritj部軟条

が血良#よ りぷいのが本種の相良.全長 5cmI_tLlまでの幼魚は流れ鼓につ幸,小JBFrl政和

を主食とする｡成瓜はEから軟には_kに動物女だが.冬には砧鼓軌のハパ ノリを好んで食

へ る.このFI.-JJuのものはかな り弟味T言が,特有の臭みがある｡

~~′Jl

ll.バラムツ RLEZJeELLLSL'rL･LzosELSCocco (憤)

食性非の弘滞 ･食滞''k-臥 I_1本では頼 Lヨ本A･tlJTml叫に分JTJ'する｡仝l毒2E∩ . タマカマスと

もい う.稚状の骨焚臥 腹h-の骨貿棲起# でEr繰横と区別できる (例えば.アIJラソコム

ツ).過常捜棚斜llr‖こ′I･-.息し.鎌瀬立縄 にかかるが.テ撃上 してマグロ延純 にもかかる.顔

にJJ5肪ガ多いのでー允へす ぎると下地 をおこす.

12.ハナビラワオ Ft"nes♪clZ"C'(JtLSLutken (収)

北29-太､IiTY.イン ド作.大醐 riに分JtJJするが. 日本では釧鵜以南の各地.全盛48cm｡

休は卯JrlでdLgAす｡骨はl吠らかい.体は幼PJには半速肌 成瓜では脚色で鮒が瓜い｡幼魚は

しば しばユウレイクラゲやイポ クラゲ とともにいる. ('!3戊の伽体には'8位LLt[矢印]が

寄生 していた)｡



恥 嶋 一 ･嶋 ■

13.オオカミウオの幼魚 AJLllrJLtLJIlLSOrZeJI/αILSPZl日LIS

オホ ーツク′錘およびペ -リンJj軸に広 くj}/[･･-{る｡ 口本ではオホーツク机 こ多 く.水深

50-100mのF'糊 のl知慮近 くにすみ･Jほい l相 加などを允へ るp虎卯畑日工10-

1lFIB卯は大きく判必化で1-tT挫20cTnくらいの卵塊 をつくり.別か よこれ を体で劉 1

て伽碓する｡休心は llnくらいになるp幼魚がとれT=のは吟 しい. ltA･では食JElにしてい

ないが.北大酎TEの磯1ま食べ られ ⊂いる｡

14.イレズミコンニャクアジ IL･OsleLJSaelZIgmaLzcFLSLockhlgtOll (探)

北 El本か ら北太中作に分JlJする｡全並2mに述す る.gJiは小さ く､ r]先はまるい.背鮒は

iA⊆で､その!.⊆底 は良い｡ALlL線は姓起投 とな り_多数の郷が胤刑帖に抽んでいるo成魚の

体色は一様な祐也 (刺 ご1-･のよ うな模様は残るが)であるが､17瓜は多数の紫色の卑し点のあ

るFl褐色を している.～;･瓜はnJj!の炎Fd近 くにもすむが.成血は伸治の深Idにすむ.肉は

水分が多 く､ 'J二ヤグ二ヤとコンニャク状だが. コンニャク味はせず.非常に不dj･いとい

う｡

15.クEjカサゴ EL/rL･/)05(･b̀IS/esmuESG;lrlllall (深)

媒袋岬以1瀬のr~】木の人､1ヱ77-､,I,俳人､1LW.中部人削 下などに広 (分11iす る｡水深 150-

2000-nから 卜tJ-ルや りfliウトロールで柵 にl瓜捜され るd食止20｡mくらいになる｡

休が軌'L'･も色 (''j端の個体は,#也だが)であること.朗やJlが人きく､比Bに大きい郷があ

ること･体が幼 く伽Jhd'し.1JC部が雌 くせ り[1け こと.伽偶 がみぞ状であることなどがこの

機の4rSぶ｡食川 としないb

16･ホシセミホウボウ D"l̀OClIS♪e/i,,SentlNystr叫 (哩)

｣い紺 棚 からIb'7 ブリカにかけてjHlけ る｡磯- め- 瓜で北 ｡本では棚 に棚 され

るD棚 からILると･棚 がセ ミに似るO兼良30cmに述するDUl日工机 ､骨8iで惑われ

る｡胸軌 ま#･Lく如 ㌧ - 部の- 畑 と 1- め- a"."に兜い樺 がないことなどで.

セ ミホ ウボウと区別 され るo太へる所がない｡



17.ナメヨコスジカジカ JIL･mZ'LepLdo/usノOrdanEBean

オホーツクI皆からベ ーリング瀬､アラスカ誰‖二分和する｡ヨコスジカジカに軒似するが.

uL脚淑列の F方に小鎖列がないこと､地表の輔の4准日が伸一形であること.背光の 1番

目の付は2溝口の#より短いことなどで粥なる｡戚大体蝿41(ユm｡弟妹 しくいただける

瓜である｡ (別段珍 しい瓜ではないが､今までヨコスジカジカとお同されていたと思わ九

るので.あえて,ここで銘介 します)｡
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ケ
月
が
た
ち

ま
し
た
が
'
思
い
出
し
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
す
｡

中
国
の
水
産
業
の
現
状

中
国
に
お
け
る

一
九
八
七
年
の
総
漁
獲
量
は
'
九

九
五
万
ト
ン
で
､
こ

こ
数
年
は
'
毎
年
百
万
ト
ン
を

越
え
る
量
で
増
加
し
て
い
ま
す
｡

(表

-
)
こ
の
う

ち
淡
水
産
が
四
十
二
%
を
占
め
'
淡
水
漁
業
の
比
率

の
高
さ
が
目
を
ひ
き
ま
す
｡
ま
た
'
養
殖
も
海
水
'

淡
水
と
も
着
実
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
｡
地
区
別
に

は

(興
味
の
あ
る
人
は
'
中
国
の
地
図
を
調
べ
て
み

て
-
だ
さ
い
)
'
海
水
産
で
は
'
漸
江
省
の
百
三
万

ト
ン
を
筆
頭
に
広
東
省
'
百
万
ト
ン
'
次
い
で
'
山

東
､
福
建
省
と
な

っ
て
お
-
'
ま
た
'
淡
水
産
で
は
'

広
東
省
の
六
十
七
万
ト
ン
を
筆
頭
に
江
蘇
省
､
六
十

四
万
ト
ン
'
次
い
で
湖
北
'
湖
南
省
と
な

っ
て
お
-

ま
す
｡
上
海
市
は
'
海
水
産
で
約
十
八
万
ト
ン
'
淡

水
産
が
約
九
万
ト
ン
で
総
計
二
十
七
万
ト
ン
の
漁
獲

量
が
あ
り
ま
す
｡

魚
種
別
漁
獲
量
の
全
国
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
'
上
海
市
で
は
'
タ
チ
ウ
オ
'
マ
サ

バ
'
マ
イ
ワ
シ
'
ウ
マ
ズ
ラ
ハ
ギ
､
イ
シ
モ
チ
'
マ

ナ
ガ
ツ
オ
'
ア
ジ
'
エ
ビ
'
カ
ニ
な
ど
が
主
要
な
も

の
と
な

っ
て
お
-
'
価
格
は
'
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
-

タ
チ
ウ
オ
で

一
･
二
か
ら
三

･
三
元

二

元
は
'
約

三
十
八
円
)
'
マ
サ
バ
､

1
･
二
か
ら

1
･
六
元
'

マ
イ
ワ
シ
'
〇
･
五
元
'
ウ
マ
ズ
ラ
ハ
ギ
'
〇
･
五

か
ら

一
元
だ
と
い
う
こ
と
で
す
｡
こ

れ
ら
の
利
用
配

分
は
､
鮮
魚
が
約
五
十
五
%
で
､
冷
凍

(二
十
二
%
)
'

缶
詰

(十

一
%
)
'
塩
千

(
六
%
)
'
魚
粉

(六
%
)
'

蓑1 中国水産物漁獲量の推移 (万 トン)

総漁獲量

515
546
619
705
824_

年
水

小 計 漁 拶 養 殖 小 計 漁 拶

~359 310 49 156 35
362 307 55 184 41
394 330 64 225 44
420 349 71 286 48
475 389 86 348 53
548 438 110 407 59

⊥
2
1
8
5
8

2
4
8
3
9
4

1
1
1
2
2
3

1982
1983
1984

5
6
7

8
8
8

9
9
9

1
1
1

(中国,景漁部水産局統計資料)
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そ
の
他
の
傾
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
加
工
生
産
の
全
国

的
な
生
産
量
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
､
品
目
別

の
統
計
も
現
地
で
も
'
な
か
な
か
掴
み
き
れ
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
｡

中
国
の
養
殖
総
面
積
は
'
六
千
百
七
十
万
ム
ー
(
一

ム
ー
は
､
六
百
六
十
七
平
方
米
)
で
'
こ
の
う
ち
河

川
'
湖
沼
な
ど
の
淡
水
養
殖
面
積
は
'
約
九
十
二
%

で
'
鯉
魚

(
コ
イ
)
を
始
め
四
大
養
殖
魚
と
さ
れ
て

い
る
青
魚

(
ア
オ
ウ
オ
)
'
草
魚

(
ソ
ウ
ギ

ョ
)
'

建
魚

(
レ
ン
ギ

ョ
-
ハ
ク
レ
ン
)
'
婚
魚

(
ヨ
ウ
ギ

ョ
-
コ
ク
レ
ン
)
や
編
魚

(
ヒ
ラ
ウ
オ
)
な
ど
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
淡
水
魚
は
'
活
魚
と

し
て
か
な
-
販
売
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
｡

中
国
の
総
漁
船
数
は
'
約
二
十
六
万
八
千
隻
'
総

ト
ン
数
は
三
百
十
六
万
ト
ン
で
五
年
前
の
二

･
二
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
｡

T
九
八
五
年
か
ら
は
'
遠
洋

漁
業
も
は
じ
ま
-
'
ベ
1
-
ン
グ
海
'
ア
フ
リ
カ
沖

な
ど
に
大
型
ト
ロ
ー
ル
船
が
出
漁
し
て
お
り
'
サ
ケ

や
タ
ラ
'

ニ
シ
ン
な
ど
の
漁
獲
量
も
増
加
し
て
い
る

そ
う
で
す
｡

市場に水揚げされたキクチ

市場に水揚げされたマナガツオ

ジ
ャ
イ
カ
と
セ
ン
タ
ー
の
状
況

ジ
ャ
イ
カ
は
'
外
務
省
が
監
督
す
る
特
殊
法
人
で

旧
海
外
技
術
協
力
事
業
団
'
旧
海
外
移
住
事
業
団
の

業
務
を
引
き
継
ぎ
'

一
九
七
四
年
に
設
立
さ
れ
て
お

-
'
逐
次
'
事
業
を
発
展
さ
せ
'
現
在
は
'
研
修
員

の
受
入
'
専
門
家
の
派
遣
'
調
査
団
派
遣
へ
協
力
隊

員
派
遣
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
｡
ジ
ャ
イ
カ
の
予
算

総
額
は
'
約

一
千
億
円
で
世
界
各
地
で
前
記
の
事
業

を
行

っ
て
い
ま
す
｡

セ
ン
タ
I
は
'
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
の
協
力
事
業

で
中
国
側
の
要
請
に
i
6-
'

一
九
八
六
年

1
月
に
発

足
し
'
五
年
計
画
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お

-
ま
す
｡
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
､
こ
れ
ら
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
科
研
楼

(実
験
'
管
理
棟
)
'

試
験
工
場
'
専
家
楼

(
日
本
人
専
門
家
の
住
居
)
は
'

中
国
が
建
設
し
､
必
要
な
技
術
お
よ
び
機
器
類
は
日

本
が
供
与
す
る
と
い
う
-
の
で
す
｡
技
術
開
発
を
行

う
対
象
種
は
'
イ
ワ
シ
'
サ
バ
'
ウ

マ
ズ
ラ

ハ
ギ
､

ア
ジ
な
ど
の
浮
魚
と
コ
ン
プ
で
こ
れ
ら
の
加
工
技
術
､

製
品
開
発
'
市
場
調
査
'
品
質
管
理
で
四
名
の
長
期

専
門
家
の
他
に
五
年
間
で
二
十
七
名
の
短
期
専
門
家

を
派
遣
し
て
行
う
計
画
に
な

っ
て
お
り
ま
す
｡
私
が

派
遣
さ
れ
た
時
期
は
'
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
後
'
三

年
目
の
後
半
に
な

っ
て
お
-
'
当
水
式
の
相
沢
利
用

部
長
'
元
椎
内
水
試
場
長
の
田
元
さ
ん
な
ど
を
含
め
'

す
で
に
十
五
名
程
の
短
期
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
て
お

り
'
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

(
コ
ン
プ
乾
燥
'
コ
ン
プ
加

工
品
'
-
ん
製
品
､
ね
-
製
品
'
塩
千
品
'
魚
肉

ハ

ノ
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ム

･
ソ
ー
セ
ー
ジ
'
レ
ト
ル
ト
食
品
'

マ
-
ン
ビ
ー

フ
'
品
質
衛
生
管
理
)
に
つ
い
て
指
導
を
行

っ
て
き

た
と
の
こ
と
で
し
た
｡
し
か
し
､
試
験
工
場
や
専
家

楼
は
､
ま

だ
出
来
て
お
ら
ず
'
完
成
は
'
今
年
の
春

ご
ろ
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
'
遅
れ
は
'
建
設

物
資
な
ど
の
不
足
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
'
非

常
に
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
｡

セ
ン
タ
ー
で
は
'
全
国
の
主
要
水
産
会
社
や
水
産

研
究
所
な
ど
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
'
日
本
で
の

六
ケ
月
の
研
修
と
引
き
続
-
二
年
間
の
セ
ン
タ
ー
で

の
研
修
'
日
本
の
短
期
専
門
家
か
ら
専
門
別
に
受
け

る
二
ケ
月
程
度
の
研
修
'
講
義
'
実
習
を
含
め
た
十

日
間
程
度
の
講
習
会
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
｡

セ
ン
タ
ー
は
'
上
海
市
の
東
端
'
夏

興
島
と
言
-

所
の
魚
品
廠

(水
産
加
工
会
社
)
の
敷
地
内
に
あ
-

上
海
市
の
中
心
街
か
ら
車
で
四
十
分
ほ
ど
か
か
-
ま

す
｡
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
'
四
十
人
位
と
の
こ
と
で

し
た
が
'
主
要
な
メ
ン
バ
I
は
'
七
人
で
す
｡
下

の
写

真
は
'
私
の
歓
迎
会
の
時
に
写
し
た
も
の
で
す
が
'

前
列
左
'
ジ
ャ
イ
カ
か
ら
の
長
期
専
門
家

(
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
)
田
中
さ
ん
｡
田
中
さ
ん
の
と
な
り
'
屠

琴
芳
主
任
'
セ
ン
タ
I
の
責
任
者
で
'
魚
品
廟
の
廠

長
も
務
め
て
い
る
｡
前
列
中
央
'
坂
本
｡
私
の
右
隣

チ
ー
ム
-
I
ダ
ー
で
東
海
区
水
産
研
究
所
の
元
所
長

の

三
輪
さ
ん
｡
右
端
は
､
大
洋
漁
業
か
ら
出
向
の
長

期
専
門
家
の
西
山
さ
ん
｡
後
列
左
'
馬
福
林
さ
ん
'

庶
務
関
係
の
副
主
任
｡
そ
の
右
隣
'
張
振
康
さ
ん
'

計
画
室
の
副
主
任
｡
後
列
中
央
'
陳
噸
伯
さ
ん
､
秘

書
と
い
う
肩
書
き
で
通
訳
や
そ
の
他
種
々
の
実
務
を

行

っ
て
い
る
｡
陳
噸
焔
さ
ん
の
右
隣
'
毛
副
明
さ
ん

研
究
室
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
の
副
主
任
｡
右
端
は
片
山

さ
ん
'
海
外
技
術
協
会
か
ら
出
向
の
長
期
専
門
家
｡

そ
の
他
に
技
術
顧
問
の
郎
堅

一
さ
ん
｡
計
画
室
副
主

任
の
楊
文
吉
さ
ん

(女
性
)
が
い
る
｡

陳
噸
煩
さ
ん
や
毛
副
明
さ
ん
は
'
日
本
に
釆
た
こ

と
も
あ
り
'
日

センターの主要メンバーと

上
海
水
産
品
加
工
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で
の
指
導
の

内
容私

に
要
請
さ
れ
た
課
題
は
'
比
較
的
脂
肪
の
多

い

マ
サ
バ
と

マ
イ
ワ
シ
'
ウ

マ
ズ
ラ

ハ
ギ
の
塩
千
品
'

■しmみ
り
ん
干
し
の
加
工
技
術
'
油
焼
け
防
止
技
術
'
原

子
吸
光
光
度
法
に
よ
る
重
金
属
類
の
分
析
法
な
ど
で

し
た
｡
し
か
し
'
幸
か
不
幸
か
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る

魚
は
'
百
グ
ラ
ム
程
度
の
マ
サ
バ
だ
け
で
'
も

っ
ぱ

ら
こ
れ
を
用
い
て
薄
塩
塩
千
品
や
み
-
ん
干
し
の
製

造
試
験
を
行

っ
て
指
導
し
て
き
ま
し
た
｡

左
の
写
臭
は
'
研
究
棟
の
玄
関
で
私
の
指
導
し
た
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

(
研
修
生
)
と
写
し
た
も
の
で
す

が
'
実

印
慈

さ
ん

(後
列
左
)
上
海
水
産
大
学
卒
'

日
本

(静
岡
水
試
)

へ
研
修
に
来
て
お
り
､
そ
の
時
'

釧
路
水
試
に
-
見
学
に
き
て
い
る
｡
上
海
魚
品
廟
在カウクーパー トと
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職
'
既
婚
'
子
供

一
人
｡
張
健
君

(後
列
中
央
)
'

山
東
海
洋
学
院
卒
'
セ
ン
タ
ー
在
職
､
独
身
｡
ロ天
光

紅
君

(後
列
右
)
'
上
海
水
産
大
学
卒
､
円
木
に
研

修
に
来
て
い
る
｡
江
蘇
省
淡
水
水
産
研
究
所
在
職
'

南
京
に
奥
さ
ん
と
子
供

7
人
が
い
る
｡

張

購

さ

ん

(
前
列
左
)
､
大
連
水
産
学
院
卒
'
中
国
水
産
総
合

公
司
上
海
分
公
司
在
職
'
独
身
｡
二
十
五
才
か
ら
三

十
二
才
の
比
較
的
若
い
研
修
生
達
で
'
非
常
に
意
欲

的
で
あ
り
ま
し
た
｡

加
工
品
の
製
造
指
導
は
'
塩
分
や
水
分
の
異
な
る
､

ま
た
'
調
味
の
異
な
る
製
品
を

つ
く
り
､
哨
好
の
調

査
か
ら
始
め
ま
し
た
｡
中
国
で

は
'
魚
を
焼
い
て
食

べ
る
習
慣
が
な
い
よ
う
で
'
蒸
す
と
か
'
妙
め
る
と

か
'
ス
ー
プ
に
し
て
食
べ
て
い
る
よ
う
で
す
｡
家
庭

で
魚
を
焼
-
道
具
が
な
い
の
か
'
魚
の
鮮
度
が
悪
-
'

焼
い
て
食
べ
る
よ
う
な
製
品
が
な
か

っ
た
の
か
わ
か

-
ま
せ
ん
が
'
焼

い
た
魚
を
試
食
さ
せ
ま
す
と
'
非

常
に
美
味
し
い
と
言
い
ま
す
｡
し
か
し
'
低
温
流
通

な
ど
は
ま
だ
ま
だ
の
状
況
で
'

一
般
に
啓
及
す
る
か

ど
う
か
も
'
こ
れ
か
ら
の
問
題
の
よ
う
で
す
C
焼
き

魚
以
外
に
塩
千
品
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
た
ら
良
い
か

な
ど
も
検
討
さ
せ
ま
し
た
が
'
蒸
し
料
理
や
妙
め
て

ス
ー
プ
に
す
る
な
ど
'
け

っ
こ
う
美
味
し
い
料
理
を

作

っ
て
く
れ
ま
し
た
｡

油
焼
け
防
止
に
つ
い
て
は
'
酸
化
防
止
剤

(
B
H

T
t
ピ
タ
-
ン
E
な
ど
)
の
濃
度
や
処
珊
時
間
'
製

品
の
貯
蔵
温
度
な
ど
を
検
討
さ
せ
'
ま
た
､
製
‖州
の

包
装
方
法

(兵
空
包
装
'
窒
素
封
入
包
装
'
脱
酸
素

剤
封
入
包
装
)
と
品
質
の
関
係
な
ど
を
検
討
さ
せ
ま

し
た
｡
こ
れ
ら
の
評
価
方
法
と
し
て
'
過
酸
化
物
価
'

チ
オ
バ
ル
ビ
ツ
ー
ル
酸
値

(
い
ず
れ
-
池
の
劣
化
の

指
標
)
の
測
定
法
を
指
導
し
､
製
品
を
貯
蔵
し
て
､

一
定
期
間
毎
に
分
析
し
て
も
ら
い
ま
し
た
｡

セ
ン
タ
1
に
お
け
る
加
工
機
械
や
分
析
機
器
類
は
'

日
本
の
供
与
に
よ
り
'
か
な
り
良
い
も
の

(
す
べ
て

日
本
製
)
が
施
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
'
加
工
処
理
'

分
析
に
必
要
な
小
道
具
類
や
消
耗
品
類
な
ど
は
へ
ま

っ
た
-
不
足
し
て
お
-
ま
す
｡
水
切
-
か
ご
'
バ
ッ

ト
な
ど
の
容
器
類
'
ま
な
板
'
庖
丁
､
洗
剤
'
分
析

器
具
類
で
は
'
ビ
ー
カ
や
フ
ラ
ス
コ
な
ど
の
ガ
ラ
ス

器
具
'
抽
出
や
濃
縮
な
ど
試
料
調
製
用
の
器
具
類
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
'
分
析
数
値
の
信
頼
性
に

も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
｡
ま
た
'
食

品
を
扱
-
衛
生
観
念
'
感
覚
に
つ
い
て
も
'
ま
だ
'

か
な
り
問
題
が
多

い
よ
う
で
し
た
｡

そ
の
他
の
指
導
と
し
て
は
'
全
国
か
ら
技
術
者
を

集
め
た
品
質
管
理
講
習
会
で
原
子
吸
光
の
原
理
に
つ

い
て
の
講
義
を
行

っ
て
き
ま
し
た
｡
そ
し
て
'
最
後

の
仕
事
は
､
長
期
専
門
家
や
セ
ン
タ
ー
の
主
だ

っ
た

メ
ン
バ
ー
に
私
が
指
導
し
た
内
容
を
概
括
的
に
説
明

試 験 工 場 内

実 験 堂 内
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L
t
研
修
生
が
分
担
し
て
､
そ
の
成
果
と
今
後
の
方

向
な
ど
を
発
表
す
る
報
告
会
と
ジ
ャ
イ
カ
に
対
す
る

指
導
内
容
の
報
告
書
で
'
報
告
書
は
四
'
五
日
間
夜

の

一
時
'
二
時
ま
で
か
か

っ
て
書
き
上
げ
ま
し
た
｡

上
海
で
の
日
常
生
活
な
ど

セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
時
間
は
'
午
前
は
八
時
半
か

ら
十

一
時
半
'
午
後
は

一
時
半
か
ら
四
時
半
と
非
常

に
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ
り
ま
し
た
｡
私
の
宿
泊
し
た

所
は
'
上
海
水
産
大
学
の
構
内
に
あ
る
当
大
学
の
招

待
所

(
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
持

っ
て
い
る
宿
泊
施
設
)

で
'
す
ぐ
そ
ば
に
チ
ー
ム
-
I
ダ
ー
の
三
輪
夫
妻
も

住
ん
で
お
-
'
セ
ン
タ
-
ま
で
は
車
で
五
'
六
分
の

所
で
､
通
勤
で
は
三
輪
さ
ん
の
送
-
迎
え
の
車
に
便

乗
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
'
歩
い
て
通
わ
な

-
て
も
す
み
ま
し
た
｡
三
輪
さ
ん
の
住
宅
は
､
文
化

大
革
命
当
時
'
四
人
組
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
日
-

あ
る
建
物
だ
そ
う
で
す
｡
大
学
の
構
内
に
は
'
文
化

大
革
命
の
時
学
生
達
が
作

っ
た
毛
沢
東
首
席
の
像
が

あ
り

(
各
大
学
'
工
場
'
な
ど
で
建
て
ら
れ
た
が
'

現
在
で
は
か
な
り
取
り
払
わ
れ
て
き
て
い
る
)
'
当

時
の
名
残
を
留
め
て
い
ま
す
｡

私
の
宿
泊
し
た
招
待
所
で
の
食
事
は
'
三
食
と
も

す
べ
て
中
国
料
理
'
朝
は
'
お
か
ゆ
'
牛
乳
'
ゆ
で

た
ま
ご
､
塩

っ
ぱ
い
漬
物
'
果
物

言
捕
(青
い
-
ン

ゴ
'
-
カ
ン
'
バ
ナ
ナ
な
ど
)
t

T
日
お
き
の
厚
い

チ
ャ
ー
シ

ュ
I
の
乗

っ
た
焼
き
ソ
バ

(
う
ど
ん
)
､

パ
ン
か
万

頭
か
ケ
ー
キ
'
昼
は
ご
飯
､
ス
ー
プ
'
お

上海水産大学の構内

が
来
ら
れ
ま
し
た
の
で
'
こ
れ
ら
の
歓
迎
会
'
答
礼

会
な
ど
に
招
か
れ
て
'

一
週
間
に

一
度
位
の
機
会
が

あ
り
ま
し
た
｡
こ
こ
で
飲
ま
れ
る
酒
は
'
主
と
し
て

ビ
ー
ル
か
紹
興
酒
で
し
た
｡
北
京
ダ

ッ
ク
'
上
海
ガ

ll
t
鳩
の
肉
'
田
う
な
ぎ
'
そ
の
他
肉
や
魚
'
珍
し

い
野
菜
な
ど
を
材
料
と
し
た
中
華
料
理
を
'
八
千
種

類
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ん
の

一
部
で
し
ょ
う
が
'

堪
能
し
て
き
ま
し
た
｡

ヒ
海
人
学
の
敷
地
内
に
東
海
区
水
産
研
究
所
が
あ

-
'
そ
こ
の
研
究
員
で
上
海
大
学
の
講
師
も
し
て
い

る
五
可
好

さ
ん

(
三
十
二
㌧
三
才
)
に
大
極
拳
を
習

か
ず
二
品

(中
華
皿
山
盛
り
)
'
ビ
ー
ル
'
果
物
､

夕
飯
は
昼
と
大
体
同
じ
で
'
料
金
は
'
朝
三
元
'
昼
'

夕
飯
九
元
と
非
常
に
安
い
｡
お
か
ず
は
'
ほ
と
ん
ど

が
油
を
使

っ
た
料
理
で
カ
ロ
リ
I
が
高
そ
う
な
の
で
'

一
週
間
ほ
ど
で
昼
食
抜
き
と
し
ま
し
た
｡
お
陰
で
若

干
減
量
で
き
ま
し
た
｡

中
国
の
人
達
の
食
事
は
'

一
般
に
は
非
常
に
質
素

で
'
フ
ル
コ
ー
ス
の
中
華
料
理
を
食

べ
る
の
は
'
旧

正
月
と
家
族

の
お
祝

い
事
が
あ
る
時
ぐ
ら
い
だ
そ
う

で
す
｡
私
の
場
合
は
､
滞
在
中
､
ジ
ャ
イ
カ
の
調
査

団
が
三
回
'
全
国
蒲
鉾
協
会
の
山
本
常
治
さ
ん
な
ど

三輪夫妻と大極掌をしているところ
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い
ま
し
た
｡
大
極
拳
は
､
最
初
に
始
め
た
人
の
名
前

を
取

っ
て
'
い
つ
か
の
型
式
が
あ
り
'
そ
の
う
ち

一

番
簡
単
な
も
の
で
す
が
､
三
十
三
式
を

マ
ス
タ
I
い

た
し
ま
し
た
｡
三
輪
夫
妻
も
既
に
習

っ
て
お
り
'
毎

朝
六
時
半
に
起
き
三
十
分
ほ
ど
毎
日
つ
づ
け
ま
し
た
｡

三
輪
さ
ん
は
'
八
十
八
式
を

マ
ス
タ
ー
し
た
よ
う
で

す
｡
上
海
も
十
二
月
に
な
る
と
､
風
向
き
に
よ

っ
て

マ
イ
ナ
ス

二

二
度
に
な
る
こ
と
も
あ
り
'
寒
さ
に

耐
え
ら
れ
ず
'
自
由
市
場
で
九
元
の
厚
手
の
も
も
し

き
を
買

っ
て
'
帰
国
す
る
ま
で
愛
用
し
て
お
り
ま
し

た
｡夜

は
照
明
が
暗
い
こ
と
-
あ
り
'
夕
食
が
終
わ
れ

ば
特
に
す
る
こ
と
も
な
-
'
テ
レ
ビ
だ
け
が
友
達
で

し
た
｡
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
四
つ
あ
り
'
言
葉
は
良
-
わ

か
り
ま
せ
ん
が
､
け

っ
こ
う
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
｡
日
本
の
番
組
も
い
く

つ
か
放
映
さ
れ
て
い
ま

し
た

(
ス
チ

ュ
ワ
-
デ
ィ
ス
物
語
'
刑
事
犬
カ
ー
ル

な
ど
)
｡
い
ろ
い
ろ
な
商
品
の
宣
伝
も
あ
り
'
ま
た
'

落
と
し
物
は
届
け
な
さ
い
'
盲
人
に
は
手
を
賃
し
な

さ
い
'
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら
物
を
な
け
る
な
'
電
気

を
盗
む
な
と
い
っ
た
よ
う
な
道
徳
的
な
ス
キ

ッ
ト
が

放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

日
曜
日
に
は
'
街
に
出
か
け
'
買
い
物
と
か
公
園

や
名
所
巡
-
を
す
る
か
'
三
輪
さ
ん
の
家
で
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
な
ど
と
囲
碁
を
や

っ
て
お
.り
ま
し
た
｡

中
国
で
も
囲
碁
は

一
般
に
け

っ
こ
う
や
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
｡
ま
た
'
滞
在
中
に
橿
洲
江
ま
で
往
復

す
る
黄
浦
江
遊
覧
や
越
劇
と
い
う
京
劇
の
よ
う
な
歌

舞
劇
'
中
国

一
の
技
術
を
誇
る
上
海
雑
技
団
の
サ
ー

カ
ス
な
ど
も
観
て
き
ま
し
た
｡
ま
た
'
歌
や
美
人
で

有
名
な
蘇
州

へ
-
行

っ
て
き
ま
し
た
｡

十
二
月
二
十
三
日
に
日
中
合
同
の
忘
年
会
が
行
わ

れ
'
セ
ン
タ
I
の
職
員
が

1
堂
に
会
し
'
カ
ラ
オ
ケ

で
賑
や
か
に
す
ご
し
ま
し
た
｡
日
本
の
歌
も
歌
わ
れ

て
お
り
'
北
国
の
春
'
星
影
の
ワ
ル
ツ
'
四
季
の
歌
'

知
床
旅
情
な
ど
結
構
上
手
に
歌

っ
て
お
り
ま
し
た
｡

二
十
四
日
に
は
二
日
酔

い
の
頭
を
抱
え
'
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
の
実
印
慈
さ
ん
の
同
行
で
北
京

へ
行
き
'

ジ
ャ
イ
カ
中
国
事
務
所
に
帰
国
報
告
を
L
t
中
国
水日中合同忘年会

産
局
の
案
内
で
万
里
の
長
城
な
ど
も
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
｡
二
十
八
日
'
平
安

一
路
の
声
に
送

ら
れ
て
､
日
本

へ
の
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
｡

上
海
の
町
と
人

上
海
市
は
'
絵
は
が
き
で
よ
-
見
ら
れ
る
ガ
ー
デ

ン
ブ
-

ツ
ジ

(外
自
渡
橋
)
と
上
海
マ
ン
シ
ョ
ン

(大

磨
)
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
'
人
口

1
千
百
万

の
中
国
最
大
の
商
工
業
と
貿
易
港
を
持

っ
た
都
市
で

す
｡
市
街
地
で
は
人
と
自
転
車
と
車
が
多
-
'
こ
れ

ら
が
道
路

一
杯
に
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
往
来
し
て
お
-
'

こ
れ
に
ま
ず
驚
き
ま
す
｡
車
に
乗

っ
て
い
て
も
'
左

側
通
行
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
､
非
常
に
恐
ろ

し
-
'
目
を

つ
む
る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
｡
自

転
車
が
多
少
車
に
ぶ
つ
か

っ
て
も
平
気
の
よ
う
で
す
｡

車
は
'
人
を
退
か
せ
る
た
め
に
や
た
ら
と
ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
が

(
一
部
の
道
路
で
は
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
禁
止
に
な

っ
て
い
る
)
'
な
か
な
か
道
が
開

き
ま
せ
ん
｡
バ
ス
の
車
掌
が
窓
か
ら
身
を
の
り
だ
し

て
､
バ
ス
の
壁
を
棒
で
叩
き
'
道
を
開
け
る
こ
と
と

注
意
を
即
す
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す
｡
中

国
の
道
路
は
'
人
が
優
先
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
｡

中
国
の
素
顔
を
み
る
に
は
自
由
市
場

へ
行
け
と
言

わ
れ
'
何
回
か
足
を
運
び
ま
し
た
｡
自
由
市
場
は
町

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
'
許
可
が
い
る
ら
し
い
が
'
個

人
で
商
売
が
で
き
る
活
気
の
あ
る
場
所
で
す
｡
野
菜
'

肉
'
魚
な
ど
の
食
料
や
衣
類
'
雑
貨
な
ど
日
常
品
を

中
心
に
露
点
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
｡
淡
水
魚
は
'
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ほ
と
ん
ど
が
活
魚
で
す
が
'
海
産
魚
は
'
非
常
に
鮮

度
の
悪
い
も
の
で
し
た
｡
に
わ
と
り
､
鳩
､
小
犬
'

へ
び
'
ヤ
ク
ル
ト
の
空
容
器
'
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
襟
な

ど
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
も
の
も
売
ら
れ
て

い
ま
し
た
｡

自
由
市
場
で
は
'
喧
嘩
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
'

時
に
は
殴
-
あ
い
の
喧
嘩
も
あ
る
よ
う
で
す
｡
だ
い

た
い
目
方
と
値
段
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
よ
う
で
'
風

の
あ
る
戸
外
で
'
生
き
た
に
わ
と
-
を
竿
秤
り
で
は

か
る
の
だ
か
ら
'
ト
ラ
ブ
ル
も
や
む
を
得
な
い
｡
男

と
女
の
場
合
t
だ
い
た
い
女
が
勝

つ
よ
う
で
す
｡
中

国
人
は
'
謝
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
言

っ
た
人
が
い

ま
す
が
'
確
か
に
自
己
主
張

(弁
護
)
が
強
い
よ
う

で
す
O
言
い
争
い
が
あ
れ
ば
'
必
ず
人
垣
が
で
き
'

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
正
当
性
を
周
-
の
人
に
主
張
し
'

し
ま
い
に
は
応
援
団
同
士
で
喧
嘩
に
な
る
と
言

っ
た

具
合
で
す
｡

中
国
で
は

｢
四
つ
の
近
代
化
｣
を
進
め
'
経
済
の

自
由
化
政
策
を
と

っ
て
い
ま
す
が
'

｢
露
店
構
え
り

ゃ
大
も
う
け
'
海
辺
に
生
ま
れ
-
や
お
大
尽
'
肥
え

ふ
と

っ
た
の
は
お
役
人
'
汗
水
流
し
て
働
く
俺
達

や

ス
カ
ン
ピ
ン
｣
と
い
っ
た
歌
が
流
行

っ
て
い
る
そ
う

自由市場での活魚

自由市場のにわとり売り

で
､
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
｡
近
郊
の
農
家

は
'
自
由
市
場
で
の
収
入
に
よ
り
'
万
元
戸

(年
間

一
万
元
の
収
入
)
が
出
現
し
て
い
る
反
面
'

一
般
の

賃
金
労
働
者
の
月
給
は
百
五
十
元
位
で
'
し
か
も
物

価
の
上
昇
が
続
い
て
お
-
'
都
市
サ
ラ
-
1
マ
ン
の

不
満
が
高
ま

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
｡
商
品
広

告
が
先
行
す
る
が
'
所
得
が
追
い
つ
か
ず
'
消
費
生

活
面
か
ら
は
'
三
十
年
前
の
日
本
の
状
態
で
あ
る
と

み
ら
れ
ま
す
｡

お
わ
り
に

水
産
試
験
場
の
事
業
が
大
変
忙
し
い
時
に
､
職
場

の
皆
さ
ん
と
道
水
産
部
の
理
解
を
い
た
だ
き
'
中
国

へ
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
｡
先
進
国
で
あ
る
日
本
の
加
工
技
術
を
指
導
し
'

日
中
友
好
を
促
進
す
る
と
と
も
に
'
自
分
白
身
の
視

野
を
広
め
る
上
で
大
き
な
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
｡
今
後
'
こ
れ
ら
の
こ
と
を
仕
事
に
生
か
し
'

道
東
水
産
業
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
思
い

ま
す
｡

今
'
私
は

一
つ
の
実
験
を
継
続
中
で
す
｡
書
-
か

書
-
ま
い
か
と
思
い
つ
つ
'
遂
に
最
後
ま
で
来
て
書

い
て
し
ま
い
ま
し
た

(水
試
だ
よ
-
編
集
委
員
の
強

い
要
望
が
あ
-
ま
し
た
の
で
)
｡
私
は
'
中
国

へ
の

派
遣
の
話
が
あ

っ
た
と
き
'
密
か
に
あ
る
目
的
を
持

ち
ま
し
た
｡
四
十
才
す
ぎ
だ
ら
自
分
の
顔
に
自
信
を

も
て
と
達
観
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
'
や
は
り
気

に
な
り
ま
す
｡
大
宝
だ
と
か
神
草
と
い
っ
た
い
か
に
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も
利
き
そ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
'
や
は
り
'

1
0

1
毛
髪
再
止
し絹
で
す
｡
百
二
､
三
十
,A,
リ
リ
ッ

ト
ル
入
り
､
百
七
十
五
元

(
一
元
は
'
約
三
十
八
円
)

高
い
と
言
え
ば
高
い
'
し
か
し
､
実
験
し
て
み
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
｡
最
快
的
使
用
七
天

(
日
)
即
萌

長
新
髪
の
能
音
さ
か
ら
す
れ
ば
'
ち
ょ
っ
と
効
き
目

が
遅
い
が
'
短
髪
が
少
し
出
て
き
た
と
子
供
が
言
う
｡

子
供
の
期
待
を
蓑
切
ら
ぬ
よ
う
さ
ら
に
実
験
を
継
続

す
る
つ
も
り
で
い
る
｡
で
き
る
だ
け
速
く
成
果
を
あ

げ
'
機
会
が
あ
れ
ば
改
め
て
こ
報
告
す
る
つ
も
り
で

い
る
こ
と
を
申
し
上
げ
て
､
終
わ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
す
｡

(き
か
も
と
ま
き
か
つ

加
工
部
)

編

集

後

記

建
造
以
来
'
調
査
機
器
穀
等
の
習
熟
試
験
で
早
や

二
カ
月
間
も
す
ぎ
ま
L
L
Jが
'
独
英
者
の
強
い
要
望

に
よ
り
ま
し
て
'
北
辰
丸
の

1
般
公
開
を
二
月
十
七

日
の
釧
路
港
に
続
き
ま
し
て
'
四
月
十
七
日
花
咲
港
､

十
八
日
広
尾
港
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
｡

本
格
的
な
調
査
は
､
四
月
十
九
日
以
降
で
す
｡
初

回
の
調
査
は
'
道
東
沖
合
海
域
で
サ
ケ

･
マ
ス
漁
獲

試
顔
と
海
洋
観
測
で
'
調
査
結
果
は
以
西
船
や
以
東

船
の
操
業
指
針
と
な
る
斑
菰
な
漁
海
況
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

私
ど
も
水
試
職
員
は
､
最
新
鋭
の
漁
業
試
験
調
査

船
の
完
成
を
契
機
と
し
て
t
よ
り

f
層
道
東
漁
業
の

安
定
と
維
持
の
た
め
頑
張
り
ま
す
の
で
'
従
来
と
同

様
'
調
査
研
究
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡

28

本
号
は
'
こ
ら
ん
の
通
り
､
二
十

丁
年
振
-
で
建

造
き
れ
ま
し
た

｢
新
北
辰
丸
｣
の
特
集
を
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
｡

竣
工
式
は
'
二
月
十
七
日
釧
路
市
オ
-
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
'
架

･
参
両
諸
員
の
関
係
者
'
道

議
会
議
員
'
市
議
会
議
員
､
市
町
村
'
漁
業
関
係
者

そ
し
て
道
水
産
部
､
閑
係
支
庁
'
各
水
試
等
か
ら
約

一
八
〇
名
が
列
席
し
､
盛
大
に
行
れ
ま
し
た
｡
時
節
柄

御
多
用
の
と
こ
ろ
､
多
-
の
万
々
の
御
釆
席
を
戴
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

●



釧
路

水

試

だ

よ

り

第
61
号

発
行
年

月

日

gF集

委
員

発

行

人

発

行

所

印
刷
所

平

成

元

年
三
月
三

十

一日

小
体

･尾身
･大

堀
･西
田

今
井

･
高
木

林

肩

ji
路

市

浜
町

Llの
六

北

海

74

立
机
特

水産
試
せ
S

V

缶

O
I蓋
-
ニ
エ

ー≡
ニ
一

利
持
掠
合
印
軌

株式
会
社

r
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